
こんにちは！白木です。 

いつもありがとうございます！ 

 

１０月になり、暑さもやわらいで、

秋らしい日も増えてきました。 

 

歯とお口の健康とはちょっと離れる話題ですが、

１０月１０日は『目の愛護デー』です。 

 

「目の健康を考える日」として、現在では厚生労

働省が主催する活動になっています。 

 

私にこんなことを言った患者さんがいらっしゃ

いました。 

 

「年をとっても、目が見えて、美味しいものが食

べられたら、これほど幸せな人生はないですよ」 

 

確かにその通りですよね。 

 

 

 

 

 

口の中に常にある「だ液」。影の薄い存在のよう

ですが、実は「だ液」が私たちの健康に重要な役

割を果たしていることはご存知でしょうか？ 

 

◆ サラサラだ液とネバネバだ液 

 

だ液がつくられる『だ液腺』は口の中に複数あり、

そこから管を通り分泌されます。 

 

分泌されるだ液は二種類あり、サラサラとしただ

液とネバネバとしただ液があります。 

 

サラサラだ液は、主に副交感神経にコントロール

され、リラックス時に分泌されやすくなります。 

 

食事の時に多く分泌され、だ液アミラーゼなどの

消化酵素を含み、食べ物を湿らせて飲み込みやす

くしています。 

私たちが文化的に豊かな生活を送るためには、美

味しいものを食べることだけでなく、ものを見る

チカラというのも非常に重要だと思います。 

 

目の病気は、歯とお口の病気と同様に「ご自身で

は具体的な症状を感じないままに病気が進行し

てしまうケース」が少なくないそうです。 

 

より豊かな生活を送るために、目の健康にも気を

つけてみてはいかがでしょうか？ 

 

しらき歯科クリニックのＬＩＮＥ＠ 

お友だち募集中です♪ 

 

ＬＩＮＥを起動して、メニューの「友だち追加」

で「ＩＤ検索」を選択⇒「@shiraki-dent」と

入力して検索すると、友だち追加できます。 

 

お友だち登録をお待ちしています♪ 

 

 

 

 

 

また、お口の中を洗浄する作用もあり、食後にお

口の中を中性に保つ性質があります。 

 

一方ネバネバだ液は、主に交感神経によってコン

トロールされているため、緊張状態やイライラし

ている時に分泌されやすくなります。 

 

会議の発表など、強いストレスを感じるときに口

の中がネバつくのもこの働きです。 

 

細菌をからめ取り体内への侵入を防ぐほか、お口

の粘膜を覆うことで粘膜が傷つくことを防ぎ、粘

膜の保湿を行うなどの作用があります。 

 

このように、だ液には私たちの身体に役立つさま

ざまな役割と働きがあります。 

 

だ液の働きにも目を向けてみましょう！ 

知っておきたい歯とお口の基礎知識 Ｖｏｌ．７１ 

だ液のお話（１） 

しらき歯科クリニック 
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